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る
。

　
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
と

就
職
活
動
を
絡
め
た
作
品

『
自
分
ら
し
く
生
き
る
』
を

作
っ
た
の
は
、
三
田
村
帆
夏

さ
ん
、
十
時
伶
緒
さ
ん
、
蜂

谷
来
未
さ
ん
。
三
田
村
さ
ん

は
「
当
事
者
の
声
を
伝
え
る

こ
と
で
、
多
様
な
社
会
を
つ

く
る
た
め
に
一
人
一
人
が
で

き
る
こ
と
が
あ
る
と
感
じ

た
」
と
活
動
を
振
り
返
る
。

　
指
導
す
る
松
原
特
任
教
授

は
、
放
送
局
で
長
年
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
制
作
に
携
わ
っ

て
い
る
。
ゼ
ミ
で
は
社
会
課

題
を
映
像
化
す
る
こ
と
を
テ

ー
マ
に
設
定
。
Ｔ
Ｖ
Ｆ
に
は

４
作
品
を
応
募
し
た
。

　
松
原
特
任
教
授
は
「
入
賞

作
品
以
外
に
、
子
宮
頸
が
ん

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
第
１
世
代

と
し
て
情
報
不
足
を
扱
っ
た

も
の
、
大
学
生
が
政
治
問
題

に
関
心
が
低
い
わ
け
で
は
な

い
こ
と
を
丹
念
に
取
材
し
た

も
の
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自

分
た
ち
の
目
線
で
取
り
組
ん

だ
。
取
材
が
難
航
す
る
中
で

も
、
あ
き
ら
め
ず
に
情
報
を

集
め
、
壁
を
こ
じ
開
け
て
作

品
を
仕
上
げ
た
の
は
大
し
た

も
の
だ
」
と
語
っ
て
い
る
。

　
大
学
の
ゼ
ミ
対
抗
商
品
企

画
コ
ン
テ
ス
ト
「
Ｓ
カ
レ

（
Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｅ
ｎ
ｔ

Ｉ
ｎ
ｎ

ｏ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

Ｃ
ｏ
ｌ

ｌ
ｅ
ｇ
ｅ
）」で
、商
学
部
・
奥

瀬
喜
之
ゼ
ミ
３
年
次
生
の
新

井
義
和
さ
ん
、
青
山
礼
奈
さ

ん
、
塩
澤
千
佳
さ
ん
の
チ
ー

ム
が
部
門
別
１
位
に
輝
い

た
。
３
人
は
、
目
隠
し
付
き

洗
濯
物
干
し
ネ
ッ
ト
「
か
く

し
て
ほ
せ
る
ん
」を
考
案
。今

後
商
品
化
を
進
め
て
い
く
。

　
Ｓ
カ
レ
は
、
企
業
が
提
示

す
る
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
商
品

を
企
画
・
提
案
す
る
も
の

で
、
今
回
は
８
テ
ー
マ
に
全

国
25
大
学
28
ゼ
ミ
が
参
加
。

昨
年
10
月
に
コ
ン
セ
プ
ト
を

競
う「
秋
カ
ン
」、
12
月
に
最

終
プ
ラ
ン
を
競
う「
冬
カ
ン
」

が
行
わ
れ
、
３
人
は「
冬
カ

ン
」で
部
門
１
位
に
な
り
、商

品
化
の
権
利
を
獲
得
し
た
。

　「
か
く
し
て
ほ
せ
る
ん
」

は
、
長
期
の
避
難
所
生
活
を

想
定
し
、
人
目
を
気
に
せ
ず

下
着
を
干
せ

る
よ
う
に
開

発
し
た
便
利

グ
ッ
ズ
。
洗

濯
物
干
し
ネ

ッ
ト
を
、
の

れ
ん
状
の
生

地
で
覆
っ
て

「
隠
し
干
し
」

で
き
る
よ
う

に

工

夫

し

た
。
複
数
の

生
地
を
組
み

合
わ
せ
た
試

作
品
を
い
く

つ
も
作
り
、
利
用
者
視
点
で

使
い
勝
手
を
確
か
め
た
。
リ

ー
ダ
ー
の
新
井
さ
ん
は
「
試

作
と
検
証
を
重
ね
た
こ
と
で

説
得
力
が
高
ま
っ
た
」
と
話

す
。

　
奥
瀬
ゼ
ミ
か
ら
は
他
に
も

４
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
野
本

真
穂
さ
ん
、
萩
原
真
紀
さ

ん
、
松
本
萌
花
さ
ん
の
チ
ー

ム
が
「
秋
カ
ン
」
で
１
位
を

受
賞
し
た
。
３
人
が
提
案
し

た
の
は
、
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
カ

ー
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
卓

上
用
ハ
ン
カ
チ
干
し
「
干
し

て
ク
リ
ン
」。
組
み
立
て
や

す
い
シ
ン
プ
ル
な
構
造
に
こ

だ
わ
り
、
素
材
に
抗
菌
加
工

を
ほ
ど
こ
し
た
。
松
本
さ
ん

は
「
店
舗
企
画
の
仕
事
に
興

味
が
あ
り
、
今
回
の
経
験
を

生
か
し
た
い
」
と
手
応
え
を

感
じ
て
い
る
。

　
鹿
児
島
県
屋
久
島
産
の
粉

茶
の
活
用
を
切
り
口
に
、
自

然
保
護
や
食
品
ロ
ス
削
減
の

大
切
さ
を
伝
え
る
イ
ベ
ン
ト

「
春
の
屋
久
島
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
〜

自
然
に
優
し
い
屋
久
島
粉
茶

の
魅
力
〜
」
が
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
10
号
館
の
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ａ

Ｉ-

Ｋ
ａ
ｆ
ｆ
ｅ
ｅ
で
開
か

れ
て
い
る
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
域

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
に
つ
い
て
学
ぶ
商
学
部
の

渡
辺
達
朗
ゼ
ミ
、
神
田
神
保

町
で
カ
フ
ェ
を
展
開
す
る
神

田
珈
琲
、
屋
久
島
の
お
茶
生

産
者
、
鹿
児
島
県
立
屋
久
島

高
校
に
よ
る
コ
ラ
ボ
企
画
。

店
内
で
は
、
化
学
肥
料
を
一

切
使
わ
ず
、
環
境
や
安
心
・

安
全
に
配
慮
し
て
生
産
さ
れ

た
屋
久
島
粉
茶
や
、
小
松
志

帆
さ
ん
（
２
年
次
）
ら
が
考

案
し
た
粉
茶
を
使
用
し
た
焼

き
菓
子
を
販
売
し
て
い
る
。

　
学
生
視
点
で
チ
ラ
シ
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
屋
久
島

粉
茶
の
魅
力
を
発
信
。

リ
ー
ダ
ー
の
髙
野
唯
さ

ん（
２
年
次
）は
「
粉
茶

や
焼
き
菓
子
の
販
売
の

ほ
か
、
観
光
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
も
展
示
し
て
い
る

の
で
、
屋
久
島
の
多
彩

な
魅
力
に
触
れ
、
興
味

を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら

う
れ
し
い
」
と
話
し
て

い
る
。

　
文
学
部
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

学
科
の
３
年
次
生
が
制
作
し

た
映
像
作
品
２
点
が
、
東
京

ビ
デ
オ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２

０
２
２
（
Ｔ

Ｖ
Ｆ
）
に
入

賞
し
た
。
学

生
た
ち
は
松

原
文
枝
特
任

教
授
の
放
送

学
ゼ
ミ
に
所

属
し
、
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ

ー
作
品
づ
く

り
に
初
め
て

取

り

組

ん

だ
。

　
Ｔ
Ｖ
Ｆ
は

13
回
目
。
国

内
外
か
ら
１

１
０
本
の
応

募
が
あ
り
、
入
賞
と
な
る

「
Ｔ
Ｖ
Ｆ
２
０
２
２
ア
ワ
ー

ド
」に
38
作
品
が
決
定
し
た
。

　
川
崎
市
の
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
問
題
を
取
り
上
げ
た
『
と

も
に
。』
は
、
佐
藤
萌
花
さ

ん
と
林
田
侑
未
さ
ん
が
制

作
。
差
別
の
な
い
社
会
を
つ

く
る
た
め
奮
闘
す
る
人
々
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し

て
、「
現
状
を
知
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
訴
え
た
。

林
田
さ
ん
は
「
ヘ
イ
ト
を
無

く
す
た
め
に
活
動
し
て
い
る

人
た
ち
は
、
立
場
は
違
っ
て

も
同
じ
思
い
で
い
る
と
感
じ

た
。
こ
の
作
品
を
見
た
多
く

の
人
た
ち
に
、
そ
の
思
い
を

つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
語

　
文
学
部
・
川
上
隆
志
ゼ
ミ
が
年
１
回

発
行
し
て
い
る
雑
誌
『
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
』
第

16
号
が
完
成
し
た
。「
ｕ
ｐ
ｄ
ａ
ｔ
ｅ
」

を
テ
ー
マ
に
、
後
継
者
問
題
、
若
者
の

性
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
特
集
し
た
。

　
編
集
長
を
務
め
た
都
築
咲
紀
さ
ん

（
３
年
次
）
は
「
一
人
一
人

が
意
識
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ

せ
た
状
態
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
と
向
き
合
う
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
」
と
解
説

す
る
。

　
自
身
は
性
の
特
集
を
担

当
。
関
係
者
の
ロ
ン
グ
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
掲
載
し
、「
取
材

を
通
し
て
私
も
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
で
き
た
。
ぜ
ひ
多
く
の
人

に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と

語
る
。
１
次
産
業
や
企
業
の

跡
継
ぎ
に
つ
い
て
企
画
、
取

材
し
た
の
は
２
年
次
生
。
ビ

ジ
ュ
ア
ル
に
も
こ
だ
わ
り
、

深
刻
な
問
題
を
前
向
き
に
伝

え
た
。

　
同
誌
は
元
編
集
者
で
あ
る
川
上
教
授

の
指
導
の
も
と
、
企
画
か
ら
制
作
ま

で
、
全
て
の
工
程
を
ゼ
ミ
生
が
手
が
け

る
。
学
内
配
布
の
ほ
か
、
希
望
者
に
は

郵
送
（
送
料
の
み
必
要
）
し
て
い
る
。

■申 kawatakazemi@gmail.com

　「
身
体
情
報
を
ス
ポ
ー
ツ

現
場
で
活
用
す
る
」
を
テ
ー

マ
に
し
て
い
る
文
学
部
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
学
科
渡
辺
英
次

ゼ
ミ
は
１
月
13
日
、
プ
ロ
野

球
読
売
巨
人
軍
フ
ィ
ジ
カ
ル

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
久
村

浩
氏
を
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー

に
招
き
、「
競
技
ス
ポ
ー
ツ

分
野
に
お
け
る
測
定
デ
ー
タ

の
活
用
事
例
」
に
つ
い
て
授

業
を
行
っ
た

写
真
。

　
久
村
氏
は
合
同
会
社
ベ
ス

ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
代
表
社

　
文
学
部
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

学
科
の
必
修
科
目
「
応
用
実

習
」で
は
、福
冨
忠
和
教
授
の

指
導
で
地
域
Ｐ
Ｒ
の
た
め
の

映
像
制
作
を
学
ん
で
い
る
。

　
体
育
会
活
動
を
テ
ー
マ
に

し
た
学
生
た
ち
は
８
チ
ー
ム

が
、
２
本
ず
つ
作
品
を
完
成

さ
せ
た
。
体
育
部
長
賞
は
、

佐
藤
竜
聖
さ
ん
ら
２
、
３
年

次
生
６
人
に
よ
る
『
本
気
だ

か
ら
輝
け
る
専
修
大
学
』。卓

球
、レ
ス
リ
ン
グ
、馬
術
の
競

技
映
像
に「
挑
め
」「
闘
え
」な

ど
の
力
強
い
言
葉
を
合
わ
せ

た
。
佐
藤
さ
ん（
２
年
次
）
は

「
選
手
た
ち
の
格
好
良
さ
や

熱
意
を
表
現
し
た
」と
語
る
。

　
２
月
７
日
に
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
た

写
真
。

　
川
崎
市
川
崎
区
と
幸
区
の

魅
力
を
伝
え
る
計
48
本
の
作

品
は
区
職
員
が
審
査
し
、
両

区
役
所
で
表
彰
式
が
あ
っ

た
。
川
崎
区
で
は
民
井
わ
か

さ
ん
（
２
年
次
）
ら
の
『
４

０
０
年
前
を
歩
こ
う
』
が
、

幸
区
で
は
木
村
和
美
さ
ん

（
２
年
次
）
ら
の
『
食
か
ら

幸
せ
』が
最
優
秀
賞
を
受
賞
。

　『
４
０
０
年
前
を
｜
｜
』

は
、
東
海
道
川
崎
宿
の
魅
力

を
情
緒
豊
か
に
表
現
。『
食

か
ら
幸
せ
』
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
苦
し
む
飲
食
店
の
力
に
な

ろ
う
と
企
画
し
た
。

部門別１位の賞状を手に喜ぶ３人（左から

新井さん、塩澤さん、青山さん）

完
成
し
た
『
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
』
を
手
に
す
る
ゼ
ミ
生

映像制作に取り組んだ放送学ゼミの学生たち

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
像
を
制
作

文
・
松
原
ゼ
ミ

２
作
品
が
Ｔ
Ｖ
Ｆ
で
入
賞

文
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
科「
応
用
実
習
」

地
域
や
体
育
会
テ
ー
マ
に
映
像

データ活用を
専門家に学ぶ

文・渡辺ゼミ

『ＳＨＯＷ』第16号を刊行文・川上ゼミ

商
品
企
画
コ
ン
テ
ス
ト「
Ｓ
カ
レ
」

商
・
奥
瀬
ゼ
ミ
が
部
門
別
１
位

商
品
や
チ
ラ
シ
を
手
に
す
る
小
松
さ

ん
、髙
野
さ
ん
、渡
辺
教
授（
左
か
ら
）

「屋久島粉茶」の魅力伝える
商・渡辺ゼミ SENDAI-Kaffee ４月９日まで

就
職
だ
よ
り

〈
新
３
年
次
生
へ
〉
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
の
ガ

イ
ダ
ン
ス
は
４
月
下
旬
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
ス
タ
ー
ト

か
ら
出
遅
れ
な
い
よ
う
、
準

備
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
社

会
情
勢
の
緊
迫
化
に
よ
り
、

今
後
の
雇
用
環
境
が
急
転
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
新

聞
を
読
む
習
慣
を
つ
け
る
な

ど
、
世
の
中
の
変
化
を
把
握

す
る
よ
う
努
め
て
く
だ
さ

い
。

〈
新
４
年
次
生
へ
〉
就
職
活

動
が
本
番
を
迎
え
、
会
社
説

明
会
や
選
考
試
験
な
ど
で
慌

た
だ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
は
も
ち
ろ

ん
、
体
調
に
も
十
分
注
意
し

て
就
職
活
動
を
進
め
て
く
だ

さ
い
。

　
一
部
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
や

就
活
塾
に
よ
る
被
害
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
分
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ま
ず
キ

ャ
リ
ア
形
成
支
援
課
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

有機肥料で栽培した屋久島粉茶などを販売屋久島高生のアイデアで考案された

たんかんケーキの配布も

員
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
競
技

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
に
あ

た
っ
て
き
た
。
そ
れ
を
基
に

得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
用
い

て
、
技
術
と
フ
ィ
ジ
カ
ル
の

要
因
を
抽
出
し
て
分
析
す
る

方
法
を
レ
ク
チ
ャ
ー
。
現
場

で
コ
ー
チ
が
使
用
す
る
競
技

独
特
の
指
導
言
語
を
具
現
化

定
量
化
し
、
定
量
化
し
た

要
素
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と

の
関
連
性
に
つ
い
て
考
え
る

こ
と
や
、
デ
ー
タ
か
ら
本
気

度
を
見
つ
け
出
す
こ
と
な

ど
、
現
場
で
の
指
導
経
験
か

ら
得
ら
れ
た
知
見
を
数
多
く

紹
介
し
た
。

　
受
講
し
た
ゼ
ミ
生
は
「
一

人
一
人
足
り
な
い
も
の
が
違

う
か
ら
、
デ
ー
タ
を
駆
使
し

て
個
別
の
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を

考
え
た
方
が
、
チ
ー
ム
と
し

て
も
個
人
と
し
て
も
、
競
技

力
が
上
が
っ
て
い
く
と
感
じ

た
」
な
ど
と
話
し
た
。

　
渡
辺
教
授
は
「
コ
ロ
ナ
禍

で
実
践
の
機
会
が
少
な
い
な

か
、
豊
富
な
知
見
を
共
有
い

た
だ
き
、
デ
ー
タ
の
収
集
と

そ
の
扱
い
方
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
た
。
学
生
に
は
今
回
の

経
験
を
卒
業
研
究
、
運
動
指

導
の
現
場
で
生
か
し
て
ほ
し

い
」
と
語
っ
て
い
る
。




